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軽度者に対する福祉用具貸与の市への申請が必要な場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

福祉用具貸与を考えている対象者が要支援 1・2 又は要介護 1 を持っている。 

(自動排泄処理装置の場合、要支援 1・2 又は要介護 1・2・3) 

市への申請が必要な可能性があ

ります。 

YES NO 

要介護度 3 以上の方であれば

市への申請は必要ありませ

ん。 

自動排泄処理装置については要介護度

4 以上の方であれば市への申請は必要

ありません。(要介護 3 以下の方は YES

の方に進んでください) 

今回貸与が必要な種目が 

・車いす、車いす付属品 

・特殊寝台、特殊寝台付属品 

・床ずれ防止用具 

・体位変換器 

・認知症老人徘徊感知機器 

・移動用リフト（つり具の部分を除く） 

・自動排泄処理装置（尿のみを自動的に吸引する

機能のものを除く） 

の中にある。 

YES NO 

市への申請は必要ありませ

ん。 

市への申請が必要な可能性が

あります。 
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対象者が要介護認定の認定調査票(基本調査)の結果によ

り、厚生労働大臣が定める者に該当すると判断できる場合。

(「軽度者に対する福祉用具貸与について」2 ページの別表

参照) 

該当すると判断できる方については市

への申請は必要ありません。 

(該当する基本調査結果がないものに

ついては「軽度者に対する福祉用具貸

与について」1 ページの 2.（1）をご

覧ください。) 

市への申請が必要です。 

YES NO 

利用者がその福祉用具が必要な状態像か医

師の医学的所見が確認できる書類を取得し

ていただく。(主治医意見書、聴取記録も状

態像を確認できれば問題ありません。) 
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医師の医学的所見が確認できる書類を基に開かれたサービス担当者会議で必

要性を確認し、サービス担当者会議の要点を作成する。(医師の医学的所見が

確認できる書類を取得してからサービス担当者会議開催の流れは守ってくだ

さい。サービス担当者会議を先に開いてから医師の所見等を取得した場合はも

う一度サービス担当者会議を開いて必要性等を確認してください。) 

申請書、医師の医学的所見が確認できる書類、サービス担当者会議の要点の 3 点

を日野市へ提出。(2 週間を目途に決定通知書をお送りいたします。不備がある

場合は提出から数日以内にご連絡いたしますのでよろしくお願いいたします。) 


